
日本および他の先進国では高齢化社会が進んで

おり、医療費が経済全体を圧迫している。そこで医

療費抑制が喫緊の課題になっている。特に高齢化

社会の進む国では、アルツハイマー病に代表される

認知症など脳機能に関係する疾患が増加している。

ストレス社会による精神疾患も急増し、自殺者が

増加していることも先進国に共通した現象である。

さらに肥満、糖尿病などメタボリックシンドローム

も摂食や代謝メカニズムの障害で起こることが分

かってきているが、これらの代謝機能障害も中枢神

経系の関与が指摘されている。しかし、多くの脳機

能疾患は現代医学をもっても治癒することが困難

である。そこで脳機能疾患には予防医学が重要と目

されている。特に日々摂取する食事内容、つまり栄

養因子は脳機能障害の予防に貢献するのではない

かと見られている。

そこで私共は、農水畜産物に含まれている脳機能

改善因子に着目して研究を進めている。現在は牛肉

などに含まれるクレアチンと脳機能および行動に

関わる研究を進めており、クレアチン給与の影響を

動物の活動性、摂食、不安、うつなど様々なパラメー

ターで行動解析し、評価した。その結果、クレアチ

ンが摂食行動を制御することを明らかにした。これ

らの研究をさらに発展させると、メタボリックシン

ドロームなどの解明に貢献できる。

さらに脳機能障害として大きな問題であるうつ

のモデル動物の作製、不安モデル動物の作製などに

取り組んでいる。またストレスの消化管への影響な

どにも取り組んでいる。

(使用技術)
●分子生物学、生化学、細胞培養全般
●ガスクロ、エキクロ、マイクロダイアリシス
●栄養試験
●行動解析（ホームケージアクティビティー、オー
プンフィールド、強制水泳、尾部懸垂、ヒヨコ単
離ストレス）

●嫌気性細菌分離、培養
●免疫組織化学
●ストレスモデル動物の作成（単離ストレス、
Resident-Intruder paradigmなど）
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医薬品、機能性食品、化粧品の開発に応用可能である。

農水畜産物に含まれる脳機能を改善する因子を動物行動学的試験、分子生物学的試験、

生化学的試験で見つけ出し、ヒトの脳の健康に貢献することが私共の大きな夢である。
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脳機能を改善する農水畜産物の機能性因子の研究


